








 広報いまかね NO.４

褐色雪腐病
求められる効果レベル
＝防除価６０

●殺菌剤の残効性の評価
　１．効果は散布から根雪になるまでの降水量に応じて減少することを解明。
　２．各病害で求められる効果レベルを基準に、降水量で残効性を評価した（図 1）。
　３．雪腐褐色小粒菌核病については、残効性に劣る薬剤がある一方、フロンサイド水和剤および
　　　シルバキュアフロアブルは残効性に優れる（効き目が長い）と判断された。
　４．褐色雪腐病については、ランマンフロアブルの残効性が優れた。

効き目の長い殺菌剤を利用した新しい防除
　１．これらを利用することにより根雪直前によらないより早期の散布が可能となる。
　２．本成果の利用に当たっての注意事項を含め、具体的な活用方法を示した（表１）。

普　及
・平成２６年普及推進事項「小麦の雪腐褐色小粒菌核病および褐色雪腐病に対する殺菌
   剤の残効性と防除時期」として公表される。
・両病害が優先して発生する秋まき小麦栽培地域において活用される。
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フロンサイド水和剤
　　（１０００倍）

シルバキュアフロアブル
　　（２０００倍）

殺菌剤Ａ ランマンフロアブル
　（１０００倍）

雪腐褐色小粒菌核病
求められる効果レベル

＝防除価４０

残効性に
優れる！

図１　雪腐褐色小粒菌核病および褐色雪腐病に対する殺菌剤の残効性の比較 
 （※求められる効果レベルを維持できる散布から根雪始までの降水量目安）

表１　効き目の長い殺菌剤を利用した新しい防除：本成果の具体的な活用方法

防除時期
の考え方

雪腐褐色小粒菌核病 褐色雪腐病
　下記の薬剤は残効が長いことから、根雪直前散布の必須はなく、より早期に防除
を行うことができる。
　残効は主に散布から根雪始までの降水量に応じて減少するが、降水量が目安より
も少なければ減収被害を回避できる。
　根雪始の早晩や散布からの降水量は予見できないので、各々の地域・圃場ごとに、
気象条件や圃場条件、散布機械の運用面など散布可否に関わる条件を優先して確実
に散布を行う。

残効の目安　散布
から根雪始までの

降水量

残効の長い殺菌剤
　　希釈倍数

フロンサイド水和剤
１０００倍

シルバキュアフロアブル
２０００倍

ランマンフロアブル
２０００倍

2）

１５０ｍｍ ８５ｍｍ １５０ｍｍ

防除時期の例 長沼町（中央農試）：１０月６半旬～１１月１半旬（根雪始の平年値１２月１半旬）
比布町（上川農試）：１０月５半旬～６半旬（根雪始の平年値１１月５半旬）

１）シルバシュアフロアブル（２０００倍）を散布する場合には褐色雪腐病が多発することがあるので、
　　ランマンフロアブル（１０００倍）による防除を行う。
２）各病害で想定される最大の発生条件下で減収被害を回避できる防除効果が得られる目安。
３）通常より感染圧の高い接種条件下での評価による。
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